
工学部 物質化学課程
化学・生命工学コース



化学・生命工学コース 社会参加の授業

「気づき」とその後の学修に指針、方針を与える授業

工業化学概論（1年前期）卒業生が活躍する一般企業より講
師を招き、グループワークとプレゼンテーションを通して社
会に学び、社会に貢献する指針を獲得します

実験科目（各セメスターに開講、次頁を参照）講義で学修し
た知識、理解を自らの手を動かし再学習することで「使える
技術」として習得します

化学・生命工学コース 特徴のある授業

化学工業総論（3年後期）卒業生が活躍する一般企業より講
師を招き、その業務内容、社員に望まれる資質などを講演い
ただき、自身の社会人として人物像を形成します

海外の学生、社会と関わることで自身の見識を広げます

Global project-based learning(PBL) アジアなど海外の学生
と共同で課題に取り組み問題を解決します

高校化学グランドコンテスト 日本とアジア
の高校生の化学研究と発表コンテストを支援
することで、自身の社会貢献を実践します

教職課程（1−4年）化学・生命工学コースは教職課程を併設
しています 指定された教職課程の科目を習得することで中
学・高等学校理科教員免許を取得することができます



化学・生命工学コース カリキュラム構成

学年・学期 講義 実験

１年前期 生物化学 物理化学１
化学結合論 工業化学概論

化学実験

１年後期 有機化学 無機化学１
分析化学 化学工学１

生物化学実験

２年前期 有機反応論 生物有機化学
物理化学２ 化学工学２

分析化学実験

２年後期 無機化学２ 惑星科学
応用生物化学 化学分光学

物理化学実験
化学工学実験

３年前期 有機構造決定方 現代生物学
セラミックス化学 分離工学
宇宙空間科学 電気化学
応用分析化学 反応工学
ケミカルバイオロジー基礎

有機化学実験
卒業研究１

３年後期 高分子化学 有機合成科学
無機物質化学 地球科学
生物無機化学 応用物理化学
化学工業総論

卒業研究２

４年前期 卒業研究３

４年後期 卒業研究４

人文社会科目とともに、無理なく、無駄なく、段階的に学修で
きるよう一年次より専門科目を配置しています 講義での理解
を実践できるよう実験科目と並行して学修します



化学・生命工学コース 構成教員と研究室

３年生から研究室に所属し、講義と実験科目を履修
しつつ、４年生までの２年間で一貫した研究課題に
取り組み卒業論文をまとめます
さらに大学院へ進学し研究を深めることもできます

セラミック膜でSDGsに貢献しよう
二酸化炭素の資源化に向けて

野村幹弘 分離システム工学

私たちはとても小さな孔があいた
セラミック膜を開発してSDGsへの
貢献を目指しています SDGsの実
現に重要なターゲットの一つは、
二酸化炭素の資源化です 二酸化
炭素の資源化には、分離や各種反
応などいくつものステップがあり
ます ここでは、セラミック膜の
孔のサイズや反応機能の付与によ
り、分離・変換を同時に行うこと
で、効率的な二酸化炭素の変換技
術を研究しています

瀬川尋貴 分析化学

我々自身も身の周りの物質も、分子
によって作られています。そのため、
いわゆる「科学捜査」では、分子の
量や性質に着目する化学的な分析方
法はとても重要です。例えば、規制
された薬物の有無を調べる呈色試験
は、薬物分子の持つ特徴的な構造に

基づく反応を利用しています。私た
ちは科学捜査でターゲットになる
様々な物質に対し、分子の持つ特徴
を利用した新しい分析技術の開発を
行い、科学捜査の発展を通した安心
安全な社会の実現への貢献を目指し
ています

化学的な視点から科学捜査に貢献する



木戸脇匡俊 機能性有機化学

分子のリングに分子のロープを通
す、こんなことがフラスコの中で
できるのです このようにして作
られた新しい分子は、今までにな
い機能を持った材料として利用す
ることが期待されます 私たちは
有機化学の力を使って、さまざま
な分子を設計、合成して「光る」
「色や形が変わる」「筋肉のよう
に動く」「傷が治る」、このよう
なユニークな機能を持った有機材
料を開発しています

北川理 有機合成化学

医薬品のほとんどが有機化合物です
その多くに鏡像異性体（光学異性
体） が存在します 鏡像異性体の一
方は優れた薬効をしましますが、他
方は薬効がないか、あるいは毒性を
示すこともあります 私たちはユ
ニークな構造を有する（不斉炭素原
子を持たない）鏡像異性体を創成し、
鏡像異性医薬品の選択的な合成への
利用を研究しています

新しい鏡像異性分子を創製し
医薬品合成へ応用する 

土持崇嗣 理論計算化学

あらゆる化学現象の根底には、自然
が作り出した鮮やかな物理法則であ
る「量子化学」があります この基
礎方程式をコンピュータに組み込み
バーチャルは実験環境を構築すれば、
シミュレーションによって既知の化
合物の再現・検証はもちろん、未知
の現象まで予測することが原理的に
は可能です 私たちは、そのために
必要な計算手法を物理と数学を駆使
して開発し、これを応用することに
よって、未来の化学を切り拓き、新
たな発展を目指します

コンピュータによる物理演算で
ミクロな化学現象を追え！ 

分子を設計して新しい機能を
もった未来の材料を作ろう 

化学・生命工学コース 構成教員と研究室



田嶋稔樹 有機電気化学 

化石燃料の大量消費は地球温暖化を
引き起こしました また、化石燃料
を原料とする化学物質は私たちの生
活を豊かにしましたが、同時に地球
環境問題を引き起こしました これ
らの問題を引き起こしたのも化学で
あれば、解決できるのも化学です
私たちは電気で駆動するグリーンな
化学合成として、有機電解合成に取
り組んでいます 特に、CO2 を炭素
源とする有機電解合成に取り組んで
おり、カーボンニュートラルの実現
に貢献します

李沁潼 水圏生態工学

環境の世紀といわれる21世紀は、気
候変動や生態系の破壊により深刻な

水不足に直面しています。持続可能
な社会及び安定した生態系を構築す
るために、限られた水資源の保全
及び循環利用対策が課題となってい
ます 私たちの研究室は、生態系の
分解者である環境微生物（特に水圏
微生物）に注目し、それらの微生物
が様々な物質循環における役割の解
明、及び微生物機能を利用した排水
処理技術の開発を行っています

微生物の力で水をきれいにする 

化学で地球を守る。電気で駆動
するグリーンな化学合成 

ちっぽけな薄膜だけど夢はでっかく！
世界を変える新材料！ 

大口裕之 エネルギー材料創成化学 

優れた先端材料は発電・蓄電・セン
シングなどに代表されるエネルギー
デバイスの性能を大幅に向上させま
す ですから、先端材料開発は、エ
ネルギー効率の高い持続可能な社会
を構築するためには欠かせない重要
な研究なのです 私たちの研究室で
は先端材料の一つである薄膜と呼ば
れる材料を扱っています そして、
エネルギー問題解決を目指して、こ
れまでにない性能を持つオンリーワ
ンな薄膜を化学の力を利用して開発
しています

化学・生命工学コース 構成教員と研究室



化学・生命工学コース 構成教員と研究室

李素潤 多機能スマート材料
デザイン

高機能性の材料を作製するため
に、ナノ構造の作製が挙げられ

ます 私たちは常温で処理が可
能、熱処理が不必要、短い処理
時間、高再現性、低コストなど
多くのメリットがあるWet 
Corrosion Process(WCP)という

新しい技術を利用して、ナノ構
造を用いた金属酸化物を作製し、
さまざまな分野への応用を目指
します

永直文 高分子材料化学 

高分子材料は、プラスチック、
ゴム、繊維などの汎用品から、
耐熱、電子、医療用材料など
高度先端技術を担う新素材ま
で広範多岐に使用されていま
す。私たちは炭素と水素のみ
からなる低環境負荷型の高分
子材料の高機能化、高性能化
にめざし、遷移金属触媒を用
いてゲル、液晶のようなソフ
トマテリアルや光る高分子の
精密合成とその特性解析に取
り組んでいます

「安い、早い、巧い」センサが世界を救う？ 

ようこそ！
魅惑的で奥深き

巨大分子の世界へ 

高機能材料への挑戦、「ナノマテリアル」  

吉見靖男 生体化学工学

20世紀初頭に発明された抗菌薬
は、多くの人命を感染症から救
いました しかし病原菌は、抗
菌薬に曝されるとそれに対して
耐性を持ち効かなくなるという
深刻な問題が発生しました 病
原菌を仕留められる量の抗菌薬
が体内にキープされていること
を数秒で確認できるセンサを、
生体化学工学研究室では開発し
ました ベンチャー企業を起ち
上げて、このセンサを世界中に
売り出すことで、世界から耐性
菌を一掃しようとしています 



堀顕子 分子集合学 

結晶は変化しない固体と思いがちで
すが、上手に分子間の相互作用を設
計すると、自ら形を変えてさまざま
な小分子を捉えるダイナミックな材
料になります 狙った分子を効率良
く取り込むため、金属やフッ素の力
を借りた新しい分子性結晶を設計し、
二酸化炭素の吸着、混合物の分離、
特定の分子で色が変わるセンサーな
どの分子認識材料を開発し、結晶工
学から「ものづくり」を支える化学
と環境問題に貢献します 

石井朱美 コンピュータを用
いたコミュニケーション支援 

音声情報処理、特に音声合成を活用
したコミュニケーション支援の研究
を行っています。発音教材サイトを
構築して、授業や学生の自己学習に
活用してもらっています また英語
を楽しく学習できるコンテンツも作
成しています 一昨年は化学系の留
学生に参考になる専門用語のアクセ
ント教材を卒研生と共同で作成しま
した

音声技術を活用したコミュニケーション支援 

分子を選別する結晶工学から
化学と環境に貢献する 

ケミストリーの舟を乗りこなし
ゲノムの海を航海する 

化学・生命工学コース 構成教員と研究室

濱崎啓太 ケミカルバイオロジー 

ゲノム（DNA）は１％ほどしかタンパク
質に翻訳されません しかしゲノムの
90％以上はRNAに転写されています
このRNAとさまざまな化学物質（ケミカ
ル）が関わり生命の活動を調整していま
す 私たちは化学を乗りこなし、生命活
動に関わるケミカルを追いかけます



化学・生命工学コース 卒業後の進路

およそ６割の卒業生が大学院に進学し、
さらに研鑽を積みます
就職は B to C より B to B* に多く採用
される傾向があります
大学院を修了すると、製造業への就職が
多くなっています
近年、採用いただいた企業を挙げました

＊business to consumer, business to 
business



芝浦工業大学 工学部 物質化学課程
化学・生命工学コース は

高校化学グランドコンテストを支援しています


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10

